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北海道における

理科教育の充実を図るための調査研究
－第５回 本道の理科教育に関する実態調査－

調査研究部

北海道における理科教育の充実を図り，本道の理科教育に資するため，2011年11月下旬から12月

下旬にかけて，北海道教育大学釧路校と北海道立教育研究所附属理科教育センターは共同で「第５

回 本道の理科教育に関する実態調査」を実施した。この調査結果からわかったことを報告する。
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はじめに

本調査は，北海道における理科教育の充実を

図り，本道の理科教育に資するため，2011年11

月下旬から12月下旬にかけて，北海道教育大学

釧路校と北海道立教育研究所附属理科教育セン

ターが共同で実施したものである。本調査は，

北海道立理科教育センター（当時）が単独で実

施した第１回調査（2002年度），第２回調査

（2004年度），及び，北海道教育大学と共同で

実施した第３回調査（2007年度），第４回調査

（2009年度）から継続した質問と今回新たに付

け加えた質問とで構成した。

調査結果から，児童生徒については，前回の

2009年度調査に引き続き本道は理科好きな児童

生徒の割合が全国平均よりも高いことがわかっ

た。また，2002年度からの調査における経年変

化についても，小学校４年生，小学校６年生，

中学校２年生において，理科が「大好き」と「好

き」を合わせた割合に全般的に増加傾向がみら

れ，特に小学校６年生ではその傾向が顕著であ

ることがわかった。一方，勉強や宿題をする頻

度については，小学校４年生，小学校６年生に

おいては国語と算数は多いが，理科は少なく，

中学校２年生と高等学校（以下高校）２年生に

おいては，数学が他教科に比べてやや多いもの

の国語と理科は少ないことや，全般的に学年が

上がるほど勉強や宿題をする頻度は減っていく

ことなどがわかった。

教師については，児童生徒が理科ができるよ

うになるために重要だと思うことについて，校

種によって若干の差はあるものの「科学に興味

・関心をもつこと」「順序立てて考えたり，手

続きを考えること」「観察や実験を行うこと」

を重要だと思う割合が高く，逆に，「コンピュ

ータを活用すること」を重要だと思う割合は低

いことがわかった。一方，観察実験を行うにあ

たって障害となっていることについては，「準

備や後片付けの時間が不足」がいずれの校種に

おいても最も高い割合を示しており，特に，小

学校，中学校においては７割近くに達し，深刻

な障害となっていることがわかった。また，校

種による比較では，小学校では「設備・備品の

不足」が障害となっている割合が高く，高校で

は「授業時間の不足」「生徒の授業態度の問題」

が障害となっている割合が高いことなどがわか

った。

１ 調査方法

本調査は，道内の公立学校を札幌市と14管内

の計15の部分母集団（層）に分けて抽出校を選

ぶ層化抽出法により行った。調査を依頼した抽

出校は，それぞれの層の最終的な回答者数が調
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査対象となる児童生徒の６％を超えるように，

調査対象となる児童生徒の９％を目安として小

学校125校，中学校93校，高校55校を無作為に

抽出した。

児童生徒に対する調査は，小学校は４年生と

６年生のそれぞれ２学級ずつ，中学校は２年生

の２学級，高校は２年生の２学級を対象として

行った。また，教師に対する調査は，児童生徒

の調査を依頼した学校の教師（中学校，高校で

は理科担当教師）のみを対象とし，児童生徒の

調査対象クラス数と同数以上の回答を依頼し

た。

回答が得られた学校，児童生徒及び教師の数

は，表のとおりであり，回収率は，小学校４年

生で82.3％，小学校６年生で79.8％，中学校２

年生で72.8％，高校２年生で90.3％である。

回答した児童生徒数の割合は，それぞれの学

年の全児童生徒数（公立校の児童生徒）に対し，

小学校４年生で8.2％（「第１回調査」2.1％，

「第２回調査」2.3％，「第３回調査」7.3％，

「第４回調査」9.1％），小学校６年生で7.9％

（「第１回調査」2.2％，「第２回調査」2.2％，

「第３回調査」7.8％，「第４回調査」8.7％），

中学校２年生で7.3％（「第１回調査」2.7％，

「第２回調査」2.0％，「第３回調査」6.6％，

「第４回調査」7.8％），高校２年生で9.1％（「第

１回調査」3.9％，「第２回調査」4.6％，「第

３回調査」6.6％，「第４回調査」7.1％）であ

る。

２ 調査内容

調査内容は，国際教育到達度評価学会（ＩＥ

Ａ），国立教育政策研究所，各都府県の教育セ

ンター等で過去に実施された調査を参考にし

て，それらの調査と比較したり，今後継続して

追跡調査ができるように構成した第１回～第４

回実態調査の内容に，今回，一部新たな質問を

加えるとともに，類似する質問を削除して構成

した。

児童生徒への質問事項は，「学年」「性別」「理

表 回答が得られた学校及び児童生徒，教師の数

小学校 中学校 高校

学校 107 77 52

児童生徒 ４年生 ６年生 中学校 高校

男子 1,891 1,841 1,729 1,764

女子 1,846 1,788 1,673 1,733

性別無回答 0 0 3 0

計 3,737 3,629 3,405 3,497

教師 小学校 中学校 高校

男性 243 117 147

女性 173 21 8

性別無回答 0 0 1

計 416 138 156

注１）回答した児童生徒数の割合は，国立校と私立
校を含めると，それぞれの学年の全児童生徒数に対し，
小学校４年生で8.2％，小学校６年生で7.9％，中学校
２年生で7.1％，高校２年生で7.2％である。

注２）教員に対する調査も，第１回調査（2002年度）
～第５回調査（2011年度）のすべてで行われているが，
第１回調査（2002年度）と第２回調査（2004年度）に
ついては，調査数が少なく，信頼性が低いため本報告
書では示していない。

科の好き嫌い」「『理科が好きな理由』または

『理科が嫌いな理由』」「今までに体験したこ

とがあるもの」「今までに行ったり，参加した

ことがあるもの」「国語，算数・数学，理科の

勉強や宿題をする頻度」「理科の学習で得意ま

たは好きなもの」「理科の学習で苦手または嫌

いなもの」「理科のどのような授業がよいか」

「好きな学習」「ふだんの生活の中で役立ちそ

うな学習」「大切だと思う学習」「社会に出て

から役立ちそうだと思う学習」「理科について

どのように思うか」「理科をしっかり勉強する

理由についてどのように思うか」「教師が見せ

る観察や実験の回数」「児童生徒が行う観察や

実験の回数」で，回答方法は全て選択式である。

また，教師への質問事項は，「年齢」「性別」

「校種」「担当学年（小学校のみ）」「専門科目

（中学校・高校のみ）」「児童生徒が理科がで

きるようになるために重要だと思うこと」「教

師が見せる観察や実験の回数」「児童生徒が行
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う観察や実験の回数」「理科の授業でコンピュ

ータを使う回数」「理科に関する研修講座の利

用回数」「理科好きな児童生徒を育てるために

取り組むべきこと」「理科に関する研修や研究

の上で何が重要だと考えるか」「理科に関する

研修や研究で必要としている情報」「地域性を

生かした授業を行う場合に，資料や情報が入手

しにくいもの」「指導が難しいと感じる学習内

容」「観察実験を行うにあたって障害となって

いること」で，回答方法は全て選択式である。

３ 調査結果のまとめと分析

(1) 児童生徒の調査結果のまとめと分析

理科の好き嫌い（図１）については，本道の

児童生徒の場合，理科が「大好き」と「好き」

を合わせた割合が，小学校４年生で92.5％，中

学校２年生で64.0％であった。国際的な調査で

あるTIMSS2007によると，理科が好き（楽しい）

かとの問いに「つよく思う」「そう思う」と回

答した割合は，全国平均で小学校４年生が87％，

中学校２年生が58％であることから，前回の

2009年度調査に引き続き，本道では理科好きな

児童生徒の割合が全国平均よりも高いことがわ

かった。また，2002年度からの調査における経

年変化についても，小学校４年生，小学校６年

生，中学校２年生において，理科が「大好き」

と「好き」を合わせた割合（図２）に全般的に

増加傾向がみられ，特に小学校６年生ではその

傾向が顕著であることがわかった。しかし，学

年ごとの比較では，全国の傾向と同様に学年が

上がるにつれて理科好きな児童生徒の割合が減

少することや，男子よりも女子の方が理科が好

きと思う児童生徒の割合が少ないことがわかっ

た。

今までに体験したことがあるもの（図３）に

ついては，北海道の地域性から「雪で遊ぶ」の

割合は高く，いずれの学年でも95％を超えてい

る。一方，「日の出や日の入りを見る」「野外

図１ 理科の好き嫌い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小４

小６

中２

高２

大好き

好き

嫌い

大嫌い

図２ 理科が「大好き」と「好き」を合わせ
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図３ 今までに体験したことがあるもの
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で鳥を見たり，声を聞く」の割合は低い。しか

し，全児童生徒の「日の出や日の入りを見る」

の割合は，これまでいずれの年度の調査でも40

％を切っていたが，今回はじめて40％を超え，

42.3％となった。学年による割合の変化につい

ては，「魚つり」「林や森の中で遊ぶ」「キャン

プ」「山に登る」の割合は，学年とともに増加

する傾向がみられる。「海や川原で遊ぶ」の割

合は，中学校２年生までは増加傾向にあるが，

高校２年生では増加が止まっている。「日の出

や日の入りを見る」の割合は，中学校２年生ま

ではあまり変化がないが，高校２年生で急激に

増加している。また，「野外で鳥を見たり，声

を聞く」の割合は，上の学年ほど減少している。

全児童生徒の経年変化（図４）では，「昆虫

採集」「星の観察」の割合に顕著な増加傾向が

みられる。一方，「林や森の中で遊ぶ」「キャ

ンプ」の割合については減少傾向がみられる。

今までに行ったり，参加したことがあるもの

（図５）については，「動物園」の割合が最も

高くいずれの学年でも95％を超えており，次い

で，「水族館」「科学館」「博物館」の割合が高

い。一方，「野外観察会」「天体観察会」の割

合は低い。学年による割合の変化については，

「科学館」の割合は，学年とともに増加する傾

向がみられる。一方，「科学に関する行事（科

学の祭典など）」の割合は，上の学年ほど減少

している。

国語，算数・数学，理科の勉強や宿題をする

頻度については，小学校４年生（図６），小学

校６年生においては国語と算数は多いが，理科

は少なく，中学校２年生（図７）と高校２年生

（図８）においては，数学が他教科に比べてや

図４ 今までに体験したことがあるもの（全

児童生徒）
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図５ 今までに行ったり，参加したことがあ
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や多いものの国語と理科は少ないことや，全般

的に学年が上がるほど勉強や宿題をする頻度は

減っていくことなどがわかった。

理科の学習で得意または好きなもの及び苦手

または嫌いなものを調査した結果から，前回の

2009年度調査に引き続き，小学校では主に物理

・化学分野が得意で，生物・地学分野を苦手と

する児童の割合が高く，中学校，高校では逆に

物理・化学分野が苦手で，生物・地学分野を得

意とする生徒の割合が高いことがわかった。ま

た，経年変化では，小学校４年生において「こ

ん虫，草花，いきもの」を得意または好きとす

る児童の割合が減少していることなどがわかっ

た。

理科のどのような授業がよいか（図９）につ

いては，どの学年の児童生徒も，「観察や実験

を多く取り入れた授業」の割合が高い。「科学

館などの見学をする授業」「コンピュータやビ

デオなどを使った授業」を望む割合も高いが，

この傾向は特に小学校４年生，小学校６年生に

おいて顕著である。小学校４年生，小学校６年

生においては，「自分たちで調べて，課題を解

決していく授業」「野外観察を取り入れた授業」

を望む割合も高いが，中学校２年生，高校２年

生では，その半分近くに減少してしまっている。

逆に，小学校４年生，小学校６年生では「教科

書をわかりやすく説明する授業」を望む割合は

低いが，中学校２年生，高校２年生では，小学

生に比べ高くなる傾向がみられる。また，中学

校２年生，高校２年生では，「受験に役立つ授

業（中学校２年生，高校２年生のみに質問）」

を望む割合も高くなっている。

他の教科（学習）との関係においては，理科

は，他の教科（学習）よりも，「好きな学習」

に選ばれた割合は高かったが，「ふだんの生活

の中で役立ちそうな学習」「大切だと思う学習」

「社会に出てから役立ちそうだと思う学習」に

図９ 理科のどのような授業がよいか
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図10 「理科の勉強は楽しい」と思う
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選ばれた割合は低く，理科は好きだがその有用

性についてはあまり理解されていないことがわ

かった。

理科についてどのように思うかについては，

学年が上がるにつれて「理科の勉強は楽しい（図

10）」「理科の勉強に自信がある（図12）」と思

う割合が減少し，逆に「理科の勉強は苦手だ（図

11）」と思う割合が増加する傾向がみられる。

また，「将来，理科を使うことが含まれる仕事

をしたい（図13）」と思う割合には他の項目ほ

ど学年による変化はみられないが，「理科の勉

強は楽しい（図10）」と思う割合に比べ，「将

来，理科を使うことが含まれる仕事をしたい（図

13）」と思う割合は低くなっており，楽しいと

思うことが職業選択に必ずしも結びついていな

いものとみられる。

経年変化では，「理科の勉強は楽しい（図14）」

と思う割合は，小学校４年生，小学校６年生，

中学校２年生においては，全般的に増加傾向が

みられ，特に小学校６年生では著しい増加がみ

られる。一方，高校２年生においては，2007年

度調査から減少に転じている。このことは，「理

科の好き嫌い」の経年変化（図２）とよく一致

している。「理科の勉強は苦手だ（図15）」と

図11 「理科の勉強は苦手だ」と思う
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図12 「理科の勉強に自信がある」と思う
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図13 「将来，理科を使うことが含まれる仕

事をしたい」と思う
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図14 「理科の勉強は楽しい」と思う
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図15 「理科の勉強は苦手だ」と思う
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図16 「理科の勉強に自信がある」と思う
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思う割合は，いずれの学年においても2009年度

調査に比べ減少しており，苦手意識が少なくな

ってきていることがうかがわれる。「理科の勉

強に自信がある（図16）」と思う割合は，いず

れの学年においても2009年度調査に比べ増加し

ており，その伸び率は低学年ほど大きい。「将

来，理科を使うことが含まれる仕事をしたい（図

17）」と思う割合は，小学校４年生，小学校６

年生において増加傾向がみられるが，中学校２

年生，高校２年生においては2007年度調査から

減少に転じているようにみられる。

TIMSS2007との比較では，TIMSS2007で小学校

４年生において「理科の勉強は苦手だ」と「ま

ったくそう思わない」「そう思わない」と回答

した児童の割合は78％であるのに対し，本道の

小学校４年生で「理科の勉強は苦手だ」と「ま

ったくそう思わない」「そう思わない」と回答

した児童の割合は81.9％（前回2009年度調査

74.9％）であり，全国平均よりも理科を苦手と

する児童の割合が若干低いと言える。TIMSS2007

で中学校２年生において「理科は得意な教科で

はない」と「まったくそう思わない」「そう思

わない」（つまり自信がある）と回答した生徒

の割合は47％であるのに対し，本道の中学校２

年生で「理科の勉強に自信がある」と「つよく

そう思う」「そう思う」と回答した生徒の割合

はわずか26.1％（前回2009年度調査24.2％）で

あり，前回調査より改善がみられるものの全国

平均よりもかなり低くなっている。

理科をしっかり勉強する理由については，学

年が上がるにつれて「理科を勉強すると日常生

活に役立つ（図18）」「他教科を勉強するため

に理科が必要だ（図19）」と思う割合は減少す

る傾向がみられる。「自分が行きたい高校や大

図19 「他教科を勉強するために理科が必要

だ」と思う
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図17 「将来，理科を使うことが含まれる仕

事をしたい」と思う
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図18 「理科を勉強すると日常生活に役立つ」

と思う
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図20 「自分が行きたい高校や大学にはいる

ために理科でよい成績をとる必要があ

る」と思う
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学にはいるために理科でよい成績をとる必要が

ある（図20）」と思う割合は，小学校４年生で

高く，高校２年生で低い。「将来，自分が望む

仕事につくために理科でよい成績をとる必要が

ある（図21）」と思う割合には他の項目ほど学

年による変化はみられない。

TIMSS2007との比較では，TIMSS2007で中学校

２年生おいて「理科を勉強すると日常生活に役

立つ」と「つよくそう思う」「そう思う」と回

答した割合が53％であるのに対し，本道の中学

校２年生で「理科を勉強すると日常生活に役立

つ」と「つよくそう思う」「そう思う」と回答

した割合は47.5％（前回2009年度調査30.1％）

であり，前回調査よりもかなりの改善がみられ

るものの全国平均よりは低くなっている。同様

に，「他教科を勉強するために理科が必要だ」

と「つよくそう思う」「そう思う」と回答した

中学校２年生の割合は，TIMSS2007で27％であ

るのに対し，本道では26.0％（前回2009年度調

査20.9％），「自分が行きたい高校や大学には

いるために理科でよい成績をとる必要がある」

と「つよくそう思う」「そう思う」と回答した

中学校２年生の割合はTIMSS2007で56％である

のに対し，本道では63.5％（前回2009年度調査

58.1％），「将来，自分が望む仕事につくため

に理科でよい成績をとる必要がある」と「つよ

くそう思う」「そう思う」と回答した中学校２

年生の割合はTIMSS2007で45％であるのに対し，

本道では35.0％（前回2009年度調査24.4％）で

あり，いずれも前回調査より改善がみられるも

のの「自分が行きたい高校や大学にはいるため

に理科でよい成績をとる必要がある」以外では

全国平均より低くなっている。

これらの結果から，前回の2009年度調査に引

き続き，本道の中学校２年生は全国平均よりも

理科が日常生活に役立つと思っている割合が低

く，主に受験のための教科として必要であると

考えており，将来の仕事のためや他の教科を学

ぶための基礎的知識として必要とは考えていな

い傾向がみられることが明らかになった。

教師が見せる観察や実験の回数（図22）につ

いては，小学校４年生，小学校６年生，中学校

２年生においては，学年が上がるにつれて減少

していくものの高い頻度で行われていることが

わかった。一方，高校２年生においては小学校

や中学校に比べて教師が見せる観察や実験を行

う頻度が著しく低くなっていることがわかっ

た。

児童生徒が行う観察や実験の回数（図23）に

ついては，小学校４年生，小学校６年生，中学

校２年生においては，教師が見せる観察や実験

同様，学年が上がるにつれて減少していくもの

の高い頻度で行われていることがわかった。一

図22 教師が見せる観察や実験の回数
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図23 児童生徒が行う観察や実験の回数
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図21 「将来，自分が望む仕事につくために理

科でよい成績をとる必要がある」と思う
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方，高校２年生においては小学校や中学校に比

べて生徒が行う観察や実験を行う頻度が著しく

低くなっていることがわかった。また，「教師

が見せる観察や実験の回数」との比較から，小

学校４年生，小学校６年生，中学校２年生にお

いては，「児童生徒が行う観察や実験」の方が

「教師が見せる観察や実験」よりも多く行われ

ていることがわかった。

(2) 教師の調査結果のまとめと分析

児童生徒が理科ができるようになるために重

要だと思うこと（図24～26）については，校種

によって若干の差はあるものの「科学に興味・

関心をもつこと」「順序立てて考えたり，手続

きを考えること」「観察や実験を行うこと」を

重要だと思う割合が高く，逆に，「コンピュー

タを活用すること」を重要だと思う割合は低い

ことがわかった。

教師が見せる観察や実験の回数（図27）につ

いては，小学校，中学校では比較的高い頻度で

行われているが，高校においては小学校や中学

校に比べて頻度が低くなっていることがわかっ

た。また，経年変化では，小学校全体としては

増加していることがわかった。

児童生徒が行う観察や実験の回数（図28）に

ついては，小学校，中学校ではかなり高い頻度

で行われているが，高校においては小学校や中

学校に比べて極端に頻度が低くなっていること

図24 児童生徒が理科ができるようになるた

めに重要だと思うこと（小学校）
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図25 児童生徒が理科ができるようになるた

めに重要だと思うこと（中学校）
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図26 児童生徒が理科ができるようになるた

めに重要だと思うこと（高校）
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がわかった。また，経年変化では，中学校全体

としては減少していることがわかった。

理科の授業でコンピュータを使う回数（図29）

については，学年が上がるにつれて行われなく

なっていくことがわかった。特に，高校ではほ

とんど行われていないことがわかった。児童生

徒がコンピュータを使った授業を望んでいる割

合は高い（図９）が，いずれの校種でもコンピ

ュータを使った授業が行われている割合は低

く，教師と児童生徒の間でギャップがみられる。

また，経年変化では，小学校全体としては増加

しており，高校全体としては減少していること

がわかった。

理科に関する研修講座の利用回数（図30）に

ついては，高校，中学校，小学校の順に利用す

る割合が少ないことがわかった。特に，小学校

では半数以上が全く利用していないことがわか

った。また，経年変化では，小学校全体，高校

全体としては減少していることがわかった。

理科好きな児童生徒を育てるために取り組む

べきこと（図31）については，どの校種でも「観

察や実験など体験的な学習を重視する」「身近

な自然現象と学習を関連づける」を選んだ教師

の割合が高くなっている。このことは，児童生

徒に対する調査の「理科のどのような授業がよ

いか（図９）」において，「観察や実験を多く

取り入れた授業」の割合が最も高くなっている

こととも一致している。先にも示したが，コン

ピュータの活用については，児童生徒が望む割

合は高いが，教師が取り組むべきこととして選

んだ割合は低くなっており，児童生徒が望んで

いる授業と教師が取り組むべきこととして考え

ていることとの間にギャップがみられる。また，

図28 児童生徒が行う観察や実験の回数
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図27 教師が見せる観察や実験の回数
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図30 理科に関する研修講座の利用回数
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図29 理科の授業でコンピュータを使う回数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高校

ほぼ毎時間

週に１～２回程度

月に１～３回程度

学期に１～２回程度

学期に１回も行わな
いことがある

図31 理科好きな児童生徒を育てるために取

り組むべきこと
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探究的な活動についても，教師が取り組むべき

こととしてを選んだ割合は高いが，児童生徒が

望む割合は，中学校，高校では低くなっており，

中学校，高校では教師が取り組むべきこととし

て考えていることと生徒が望んでいる授業との

間にギャップがみられる。

理科に関する研修や研究の上で何が重要だと

考えるか（図32）については，小学校において

は，「知り合いの教員からの情報入手（校内研

修を含む）」「各種研究会（公開授業や研究発

表会）への参加」，中学校においては，「知り

合いの教員からの情報入手（校内研修を含む）」

「各種研究会（公開授業や研究発表会）への参

加」「理科や教育関係の書籍・雑誌からの情報

入手」，高校においては，「各種研究会（公開

授業や研究発表会）への参加」「理科や教育関

係の書籍・雑誌からの情報入手」を選んだ教師

の割合が高くなっている。特に小学校において

は，「知り合いの教員からの情報入手（校内研

修を含む）」の割合が高い。また，「理科教育

センターの研修講座への参加」を選んだ割合は，

いずれの校種においても高くなっている。

理科に関する研修や研究で必要としている情

報（図33）については，「観察実験の教材開発」

がすべての校種において高い割合で選ばれてい

る。小学校においては「観察実験の指導法」，

中学校においては「評価方法」，高校において

は「先端科学に関する情報」の選ばれた割合が

他の校種に比べて一段と高く，校種による特徴

が現れている。

地域性を生かした授業を行う場合に，資料や

情報が入手しにくいもの（図34）については，

「地質」「エネルギー・環境」がすべての校種

において高い割合で選ばれている。特に，「地

質」については，小学校教師において81.7％と

他の校種に比べて突出して高くなっているのが

特徴的である。

理科の指導で難しいと感じる内容について

は，小学校においては，「昆虫，草花，生物」

「日なたと日陰，月，星，太陽」「天気，土地

の変化」の学習内容を指導が難しいと感じてい

図32 理科に関する研修や研究の上で何が重

要だと考えるか
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知り合いの教員からの
情報入手（校内研修を含む）

各種研究会（公開授業や
研究発表会）への参加

教育委員会や教育センターの
指導主事等からの情報入手

教育委員会や市町村教育
センターの研修講座への参加

理科教育センターの
研修講座への参加

理科関連の学会や
各種研究団体への参加

地域の上級学校の理科の情報に
詳しい教員からの情報入手
（小中の教員のみに質問）

大学や専門の
研究機関での情報入手

博物館や科学館、その他の
社会教育施設での情報入手

理科や教育関係の
書籍・雑誌からの情報入手

テレビや新聞からの
情報入手

インターネットによる
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中学校

高校 図33 理科に関する研修や研究で必要として

いる情報
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図34 地域性を生かした授業を行う場合に，

資料や情報が入手しにくいもの
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北海道における理科教育の充実を図るための調査研究

る教師の割合が高い。中学校においては，「音，

光，力」「電流と磁界」「地球と宇宙」の学習

内容を指導が難しいと感じている教師の割合が

高い。高校においては，「波動」「電磁気」の

学習内容を指導が難しいと感じている教師の割

合が高い。この結果は，児童生徒に対する調査

の「理科の学習で苦手または嫌いなもの」の結

果と関連があると考えられる。

観察や実験を行うにあたって障害となってい

ること（図35）については，「準備や後片付け

の時間が不足」がいずれの校種においても最も

高い割合を示しており，特に，小学校，中学校

においては７割近くに達し，深刻な障害となっ

ていることがうかがえる。校種による比較では，

「設備・備品の不足」は小学校で割合が高く，

「授業時間の不足」「生徒の授業態度の問題」

は高校で割合が高い。

４ 本道の理科教育に関する今後の方向性

本調査の結果を受け，本道の理科教育の水準

を向上させるために，前回の第４回調査に引き

続き，今後，次のようなことを推進していく必

要がある。

・ 観察や実験をより一層充実させ，児童生

徒の実感をともなった理解を図る。併せて，

コンピュータ，ビデオなどを効果的に使い，

わかりやすい授業の実施に努めるととも

に，よい実践例を広く全道で共有できるよ

うにする。

・ 理科が実生活でどのように使われている

か，どのように役立っているかを児童生徒

に示し，理科の有用性をはっきりと理解さ

せる。このことが，将来の仕事に対する意

識づくりにもつながる。

・ 理科好きな児童生徒を育てるため，日々

児童生徒の教育に関わっている教師の実践

環境を整える。観察や実験を行うための準

備や後片付けの時間を補うために，理科支

援員のような理科授業を支えるシステムや

人材を充実させるとともに，学校現場の設

備・備品についての手当を図る。

・ 教員の教育実践力を向上させるために研

修機会の確保を図る。また，研修の実施に

あたっては，地域の中学校や高校の，理科

の情報に詳しい教員を積極的に活用するよ

うにし，地域における研修力の向上を図る。

・ 採用後すぐに現場で児童生徒を指導しな

ければならない教員の現状をふまえ，観察

や実験の指導法，授業法について，教育大

学などの教員養成課程において，より実践

力の育成に配慮した教育を充実させる。

・ 理科に関する研修や研究の上で，教員ど

うしの情報交換などがしやすいように，地

域に根ざしたお互いの顔が見えるネットワ

ークづくりを推進する。そのために，地域

で中心となるコア・サイエンス・ティーチ

ャーなどを独自に育成していくことが必要

である。

おわりに

紙面の関係でグラフなどは一部を掲載するに

とどまった。本調査の詳細な報告書は，当セン

ターのホームページに掲載されているので，参

考にされたい。

北海道立教育研究所附属理科教育センターＨＰ：
http://exp.ricen.hokkaido-c.ed.jp/tobira
/htdocs/

（調査研究部）

図35 観察や実験を行うにあたって障害と

なっていること
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